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橋梁の構造
橋梁とは
河川・渓谷・運河などの上に架け渡し、道路・鉄道などを通す構築物。橋。



RC単純床版橋とは

RC単純床版橋とは
1. 床版橋は相対する2辺が自由な長方形

版を主構造とした橋を指します。
2. 床版の支持構造が単純支持された支承

条件のものが単純床版橋です。
3. さらに、床版にあらかじめ引張力を与

えるためPC鋼材を用いるものをPC床
版橋と呼び、異径鉄筋などを用いるも
のをRC床版橋と呼びます。
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橋長が比較的短い場合に適している



RC単純床版橋とは

なぜRC床版橋なのか
宅地開発などで設置される水路・

河川を渡る橋梁は、橋長が比較的短
く、河川や土地の制約から形状が複
雑になるためRC床版橋が選定され
ます。

現場打ちは、
複雑な形状に対応可能



プレキャスト製品

プレキャストRC床版 グレーチング蓋



設計基準・参考資料

設計基準・参考資料

1. 道路橋示方書
国土交通省が定める橋・高架道路に関する技術基
準で、社団法人日本道路協会が、解説を加えて
「道路橋示方書・同解説」として発行

2. 自治体のマニュアル・手引き・標準図等

横浜市HP 都市計画法による開発許可の手引より 福井市HP 法定外公共物占用申請書 床版橋参考図面 より

注意事項
設計前に許可権者へ
必ず確認しましょう



設計荷重

設計荷重

• 死荷重
主版自重、舗装重量、
地覆重量、片持ち床版重量、高欄重量

• 活荷重
自動車荷重、群衆荷重

• 衝突荷重
• 高欄推力
群衆等によって高欄に作用する荷重

• 雪荷重
• 添架物重量
水道管等の床版橋に添付する荷重

・B 活荷重：
総重量 245kN の大型の自動車の走行頻度が
比較的高い状況を想定した活荷重

・A 活荷重：
総重量 245kN の大型の自動車の走行頻度が
比較的低い状況を想定した活荷重

注意事項
設計前に許可権者へ
必ず確認しましょう



床版の断面力算出方法

等方性版理論

• オルゼンの方法

岐阜県HP 岐阜県橋梁設計要領より

床版橋の曲げ剛性、ねじり剛性が橋軸方向と直角方向で同じであると仮定
した弾性版理論です。厳密には等方性版ではありませんが、一般的に充実
床版橋、孔あき床版橋はこの方法により設計する事ができます。



床版の断面力算出方法

オルゼンの図表の概要
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• 自動車荷重や地覆の重量などの部分荷重による
断面力は、オルゼン(Olsen)の図表に基づいて算
出を行います。

• オルゼンの図表では、右図のように主版幅b、
および支間長lをそれぞれ8等分します。

• 支間中央aにおける版縁端a1、a9、および中央
a5の各点についてのx方向およびy方向の曲げ
モーメントMx、Myの影響値をl:b=1:∞～l:b=∞:1
の範囲で求めます。

• 求められた影響値に荷重を乗じて断面に作用す
るMx(橋軸方向)、My(橋軸直角方向)をそれぞれ
算出します。



床版の断面力算出方法

影響値から断面力を算出

尖端値



床版の断面力算出方法

活荷重による曲げモーメント

𝑀𝑀𝑙𝑙𝑙 = �影響値 × 𝑇𝑇荷重

影響値
0.505

影響値
0.198



H29年道路橋示方書の性能照査

α×外力≦抵抗力×1/β

ここに、α、β：部分係数

応力度≦特性値×1/安全率(≧1.0)
(H24)
許容応
力度法

(H29)
部分係
数設計
法

従来の安全率を部
材係数、荷重係数、
材料係数など要因
別に細分化し、要
求される性能に応
じた合理的な設計
法

部材に発生する応
力を制限値（許容
応力度）以下に抑
える設計法で、さ
まざまなばらつき
要因を一つの安全
率で考慮

多様な構造や
材料、条件等
の対応が困難

多様な条件に
対応したきめ
細かな設計が

可能



H29年道路橋示方書の性能照査
• 耐久性の検討
死荷重などの永続的に橋に作用する荷重および、繰り返し作用する活荷重などによって、部材が
塑性域に達しないように設計する必要があります。なお、耐久性の検討においては、許容応力度
法での照査となります。

• 耐荷性能の検討
部材としての荷重を支持する能力が確保されている限界の状態(限界状態1)および、これを超える
と部材としての荷重を支持する能力が完全に失われる状態の2つの状態(限界状態3)に至らないこと
を検討する必要があります。部材の限界状態を考慮して検討を行うため、耐荷性能の照査は限界
状態設計法となります。

照査項目 組合せ 荷重係数
防食性能 D 死荷重 1.05
耐久性能 D+L 死荷重+活荷重 1.00

照査項目 組合せ 荷重係数
耐荷性能 D+L 死荷重+活荷重 死荷重 1.05、活荷重1.25



橋梁設計の流れ

設計基準・条件の確認

設計条件の決定

構造形式の決定

形状の仮決定

設計計算

申請図書作成

・許可権者との事前協議を行い、設計基準・規定や条件の確認を行う

・架橋位置・平面形状の決定
・地下埋設物・添架物有無・桁下余裕高など構造上の制約の確認
・基礎地盤・裏込め土の土質確認 など

・設計条件に適した橋梁形式（上部工・下部工）の選定
今回は、RC単純床版橋

・設計条件を満たす、上部工・下部工の形状を仮決定

・上部工（RC単純床版橋）の設計計算を行い形状・配筋を決定する
・下部工の設計計算を行う

・設計図・設計計算書など申請に必要な書類の作成



設計図
断面図 配筋図



設計計算書



RC単純床版橋設計計算システム紹介
３．RC単純床版橋設計計算システム紹介


